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第8章 HPC事業

8.1 科学技術計算サービス
1. 前年度末より新高性能アプリケーションサーバシステム（ HITACHI HA8000-tc/HT210（以下

HA）および SR16000 VM1）の導入作業を継続し、12月よりサービスを開始しました。スー
パーコンピュータシステムおよび高性能演算サーバシステムと合わせて３つのシステムによる
大規模計算サービスを提供しました。（参考資料１、２、３）また、下記の大学には、包括契
約に基づく計算サービスを提供しました。

• 福岡大学（HITACHI SR16000 L2（以下 SR）32コア、HA 4ノード平成 17年度より継続）

• 長崎大学（Fujitsu PRIMERGY CX400（以下 CX）8ノード、平成 18年度より継続）

• 九州工業大学（CX 8ノード、平成 20年度より継続）

• 山口大学（CX 16ノード、 SR 8コア、HA 4ノード平成 20年度より継続）

2. 京コンピュータシステムを中心とした HPCI（High Performance Computing Infrastructure）シス
テムと連携した運用体制を構築するため、理化学研究所や他大学の計算機センターとの情報交
換や協議を行い、シングルサインオン環境および分散ホスティング環境を構築しました。

3. 平成 22年度から文部科学省の「全国共同利用・共同研究拠点」に採択されたのを受け、同じ
「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（ネットワーク型）に参加する他のセンターと
協力して、共同研究プロジェクト公募を実施しました。

8.2 利用者支援・利用促進サービス
1. 利用者からの問い合わせに対し、メーカーと協力して調査し回答しました。

2. 研究用計算機システム利用法に関する講習会・チュートリアル・講演会・フォーラム等の利用
者支援活動を実施しました。（参考資料４）

3. 平成 23年度より開始した情報基盤研究開発センター民間利用サービスとして、以下の企業に
サービスを提供しました。

• 財団法人計算科学振興財団（Fujitsu PRIMEHPC FX10（以下 FX）48ノード共有）

• 株式会社昭和真空（FX 12ノード共有）

• 株式会社エス・エー・アイ構造設計事務所（CX 4ノード共有）

4. 情報基盤研究開発センターの研究用計算機システム運用スケジュールや講習会、フォーラム等
のイベント開催のような即時性が求められる案件について、以下の通り電子メールによる「研
究用計算機システムニュース」を配信しました。

・発行回数 32回（No.285～ No.316）

1. �スーパーコンピュータシステム、高性能演算サーバシステムおよび高性能アプリケーション
サーバシステムと合わせて３つのシステムによる大規模計算サービスを提供しました。 （参考
資料１，２，３） また、下記の大学には、包括契約に基づく計算サービスを提供しました。 

　 • 福岡大学（平成 17年度より継続） 　
	 HITACHI HA8000-tc/HT210（以下 HA）4ノード（占有） 
	 HITACHI SR16000 VM1（以下 SR）8CPU（共有） 
　 • 長崎大学（平成 18年度より継続） 
	 Fujitsu PRIMERGY CX400（以下 CX）4ノード（占有） 
	 Fujitsu PRIMEHPC FX10（以下 FX）12ノード（共有） 
　 • 九州工業大学（平成 20年度より継続） 
	 CX 16ノード（占有） 
　 • 山口大学（平成 20年度より継続） 
	 CX 16ノード（占有） HA 4ノード（占有） 

2. �GUIで使用可能なソフトウェアを大容量メモリ・長時間実行する課題に対して、可視化サーバ
を提供し、延べ 22件の課題が採択されました。なお、平成 26 年度は、手動で可視化サーバの
利用申請を処理していたため、割り当てが３ヶ月単位となり、多くの利用者に効率よくサービ
スを提供できていなかったため、Web による利用予約システムを導入しました。このシステム
により、1 日以下の単位での利用割り当てが可能となるため、より多くの利用者にサービスを
提供できると期待しています。 

3. �京コンピュータシステムを中心とした HPCI（High Performance Computing Infrastructure） システ
ムと連携した運用体制を構築し、理化学研究所や他大学の計算機センターと協力しながら、シ
ングルサインオン環境および分散ホスティング環境を運用しました。 

4. �平成 22年度から文部科学省の「全国共同利用・共同研究拠点」に採択されたのを受け、同じ「学 
際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（ネットワーク型）に参加する他のセンターと協
力して、共同研究プロジェクト公募を実施しました。 

8.2　利用者支援・利用促進サービス
　1. 利用者からの問い合わせに対し、メーカーと協力して調査し回答しました。 

　2. �研究用計算機システム利用法に関する講習会・チュートリアル・講演会・フォーラム等の利
用者支援活動を実施しました。 （参考資料４） 

　3. �平成 23 年度より開始した情報基盤研究開発センター民間利用サービスとして、以下の企業に
サービスを提供しました。 

　　　  • 株式会社昭和真空（FX 48 ノード共有） 
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　　　  • 株式会社エス・エー・アイ構造設計事務所（CX 4 ノード共有） 
　　　  • エルピクセル株式会社（CX 4ノード共有） 

　4. �情報基盤研究開発センターの研究用計算機システム運用スケジュールや講習会、フォーラム等
のイベント開催のような即時性が求められる案件について、以下の通り電子メールによる「研
究用計算機システムニュース」を配信しました。    

　　・発行回数 33 回（No.317 ～ No.349）   
　　また，同じ内容を以下の情報基盤研究開発センターWeb ページで公開しました。
　　　http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/scp/  

8.3　計算科学・情報システム関連研究の推進 
　1. �学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点において共同研究を公募し、情報基盤研究開発

センター関係で 7申請課題が採択されました。（参考資料５） 

　2. �九州大学情報基盤研究開発センター独自の先端的計算科学研究プロジェクトを募集しました
（研究期間 : 平成 27年 3 月末まで）。審査委員会の審査を経て 14申請課題が採択されました。 
参考 URL: 平成 26年度九州大学先端的計算科学研究プロジェクト 

　      http://www.cc.kyushu-u.ac.jp/HPC/project/  

8.4　高度な計算科学ソフトウェアの集積と活用 
　1. �高橋公也教授（九州工業大学情報工学部）との流体音に関する共同研究への取り組みを通じて、

オープンソース流体解析ソフトウェア OpenFOAM の本センターでのサポートを引き続き行い
ました。
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参考資料４：平成 26年度イベント開催報告
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